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1.はじめに  

コンクリートの再振動締固めとは，打設後のブリーディング水が浮き上がってきた頃に再び締固めを行う

ことで鉄筋や骨材下側への余剰水を適切に追い出し，鉄筋や骨材のコンクリートとの付着性能を増加させ，

材料の密実性をより向上させることができる施工技術である．これまで，RC 壁などの高さの高い構造物に対

しては，再振動締固めによる品質向上の有効性を評価した研究例はあるものの，床版コンクリートのような

厚さの薄い（20～30cm 程度）構造物に対するコンクリートの品質向上に関する定量的な評価を行った例は少

ない． 

以上のことを踏まえ，本研究では再振動締固め施工方法（再振動締固め開始時間，再振動締固め間隔，再

振動加振時間）について検討するとともに，床版コンクリートを対象にして，再振動締固めを行った場合の

鉛直継ぎ目部の一体性向上程度および排水桝下面の空隙改善効果を実験により定量的に把握した． 

2.コンクリートの配合とフレッシュコンクリート試験結果 

 表-1に本研究の実験で用いたコンクリートの配合とフレッシュコンクリートの試験結果を示す． 

3.再振動施工方法の検討 

3.1 再振動開始時間について 

 再振動の開始時間は，下記理由によりプロクター

貫入抵抗値が 0.1N/mm2に達した時間とした（本実験

の場合，コンクリート練混ぜ開始後，約4.5時間後）． 

 ・再振動締固めの開始時間は，固めが可能な範   

囲でできるだけ遅い時間が良い 1)． 

 ・打放しやその他の重要な部材では，コールド

ジョイント発生防止の観点から，プロクター

貫入抵抗値が 0.1N/mm2以下が打継ぎの許容値

である 2)． 

 ・今回，実施したブリーディング試験の結果，

ブリーディング水の発生が収束する時間におけ

るプロクター貫入抵抗値が 0.1N/mm2であった（図-1，図-2）． 

3.2 再振動間隔について 

 再振動締固め間隔は，バイブレータ挿入位置からのコンクリート表面の広がり

がバイブレータ（φ45）の振動影響範囲として，この広がりの直径を再振動締固

め間隔とした．プロクター貫入抵抗値が 0.1N/mm2時における広がりを求めるため

の実験を行った結果，振動影響範囲は直径 160 ㎜（写真-1参照，バイブレータ径

の 3.5 倍）であり，再振動締固め間隔はバイブレータ径の 3～4 倍が適正と考えら

れる. 

3.3 再振動加振時間 

文献 3)にならい，再振動加振時間は 40 秒とする 3)． 

4.再振動締固めによる床版コンクリートの品質改善効果の検証 

4.1 床版コンクリート鉛直継ぎ目部の一体性に関する実験 

(1) 実験概要 

 実験は，図-3に示す床版コンクリートの鉛直継ぎ目を模擬した供試体を 2 体製作し，1 体は通常の振動締

固めのみを実施し，他の 1 体は，これに加え,バイブレータφ45 ㎜を用いて再振動締固めを行った(写真-2

参照)．供試体製作後,5 日間の湿潤養生を含め,2 週及び 4 週材齢における鉛直継ぎ目を含めたコア（φ
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表-1 コンクリートの配合（30－12-20） 

図-2 プロクター抵抗試験結果 

写真-1 再振動間隔検討用実験結果 

図-1 ブリーディング試験結果 

影響範囲=φ160 ㎜ 

0

0.02

0.04

0.06

0.08

0.1

0.12

0.14

0.16

0.18

0.2

0 1 2 3 4 5

貫
入

抵
抗

値
(N

/
ｍ

ｍ
2
）

コンクリート練混ぜ後からの経過時間

約4.5時間後

0

5

10

15

20

25

30

0:00 0:40 1:10 1:30 1:40 2:10 2:40 3:10 3:40 4:10 4:40

ﾌﾞﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ率：2.47%

コンクリート練混ぜ後からの経過時間

ブ
リ

ー
デ

ィ
ン

グ
量

累
計

（
m

ℓ） ｋ

約4.5時間後

水セメント比 細骨材率
(%) (%) セメント 水 細骨材 粗骨材 AE減水剤
49 46.1 170 347 803 983 2.25
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フレッシュコンクリート試験結果

スランプ 空気量
ブリーディング、再振動間隔検討試験 9.5cm 4.8%
一体性向上確認、排水桝下面空隙改善確認試験 11.0cm 5.4%
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150×300）を採取し,圧縮強度試験と割れつ強度試験を実施した．  

(2) 実験結果 

 本稿では,2 週材齢における実験結果につい

て述べる．再振動締固めを行わない場合の圧縮

強度（σc）と割れつ強度（σt）から推定され

るせん断強度（τ：τ=0.5×(（σｃ×σt）)0.5）

は 4.73N/mm2であるが,再振動締固めを行った結

果,5.50N/mm2 と約 16%向上（表-2）した．これ

は，再振動締固めを行ったことにより，床版コ

ンクリート鉛直継ぎ目部の界面に発生するブ

リーディング水による水みちなどの空隙が排

除され，当該部の脆弱部が除去されたためと考

えられる． 

4.2 排水桝下面の空隙改善効果に関する実験 

(1) 実験概要 

 実験は，図-4に示す排水桝廻りを模擬した供試体を

2 体製作し，1 体は通常の振動締固めのみを実施し，も

う１体は，これに加え,バイブレータφ45 ㎜を用い

て再振動締固めを行い,排水桝を模擬したアクリル

板下面におけるコンクリート表面の気泡の発生状況

を観察した． 

(2)  実験結果 

 再振動締固めの実施の有無による,アクリル板下面（排水桝下面）のコンク

リート表面状態を表-3に示す．同表より，再振動締固めを行わない場合，ア

クリル板下面のコンクリート表面の気泡面積の割合は 8.7%であるが，再振動

締固めを行なうことで，2.6%と約 1/3 に低減した．これは,再振動締固めを行

ったことにより,コンクリート打設時の排水桝下面に発生するこれは,再振動

締固めを行ったことにより,コンクリート打設時に排水桝下面に巻き込んだ

空気やブリーディング水が排除されたためと考えられる． 

4.まとめ 

 床版コンクリートを対象にした再振動締固めの効果（鉛直継ぎ目

部の一体性向上程度及び排水桝下面の空隙改善効果）を実験により

定量的に把握した．得られた結果を下記に示す． 

① 再振動締固めを行うことで,床版コ

ンクリートの鉛直継ぎ目部のせん断

強度は約 16％向上した． 

② 再振動締固めを行うことで,排水桝

下面のコンクリート表面の気泡は約

1/3 程度に低減した 

③ 再振動締固めは,プロクター貫入抵

抗値が 0.1N/mm2となった時点で実施

し，再振動締固め間隔はバイブレータ径の 3～4 倍が適正と考えられる． 
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表-2 再振動締固め実施による鉛直継ぎ目部の一体性向上結果 

写真-2 再振動締固め実施状況 

図-4 排水桝下面の空隙改善効果確認供試体 

表-3 排水桝下面の空隙改善効果実験結果 

図-3 鉛直継ぎ目部一体性向上確認用供試体 

再振動締固め無 再振動締固め実施 比率
圧縮強度 N/mm2 32.2 40.5 1.26

割れつ強度 N/mm
2 2.78 2.99 1.08

せん断強度
（注）

N/mm
2 4.73 5.50 1.16

再振動締固め無し 再振動締固め実施

排水桝下面状況

空隙面積比 8.70% 2.60%

【２週材齢】 【４週材齢】
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